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ひとりひとりが輝くまちに 第 8号 

 

2年生議員の高野辰代

です。第 8号は新春の

鶯色でお届け。右の QR

コードは“たつよ新聞公式ラ

イン”です。バックナンバー

はこちらで。 

－ 8 号は、こんな内容です。－ 

1 ページ：12 月議会 たつよの一般質問（1） 

2 ページ：12 月議会 たつよの一般質問（2・3） 

3 ページ：たつよ地域活動紹介（ホームビジター） 

行政視察報告 

たつよ物語「4.男女共同参画の仕事②」 

4 ページ：市政を身近に（市情報・議会トピックス） 

12 月議会をご報告 
12 月議会の正式名は「第 4 回定例会」 

です。令和 4 年の 4 回目の議会なので第 

4 回定例会となります。12 月議会は通常 

の補正予算や条例改正などです。１１月に 

開催した意見交換会は延べ 60 人の市民の 

皆様に参加いただけました。出された意見を各委員会で意見交換しました。 

（12 月議会の詳細は 2 月 1 日発行の議会だより「声の架け橋」を御覧下さい。） 

★今回の私の一般質問は 3 つ 

一般質問は、議員が政策提案できるチャンスでもあり、市民の困り事を解決 

する手段でもあります。皆さんの声をお聞きしながら自分の政策を実現すべく、 

3 つのテーマを質問しました。 

テーマ 1. 県立三重総合高校を魅力ある高校にするための支援策

について 
① 市として現在どのようなことを支援しているのか 
② もっと特色のある魅力ある高校を目指すために、保

護者負担を減らすことができ、成長期に必要なバラ

ンスの良い食事を供給できる学校給食を提供するこ

とは検討できないか。 

答弁要約 ①平成 27 年度より「三重総合高校の明日を拓く会補助金」として支援 

      ②今の段階では、学校給食の提供は難しい。 

質問の主旨：三重総合高校の存続は、市民全体の願いであるが、近年定員割れの状

態であることから、市から学校給食の提供をすることで、特色ある高校となるの

ではないかと若いママの声をもとに提案。秋田県羽後高校は実現できている。 
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令和 5年度入学定員 

学科 定員 

普通科 70人 

メディア科学科 40人 

生物環境科 40人 

 

再質問：・「三重総合高校の明日を拓く会」のメンバーは？ 
会長：豊後大野市長 事務局：三重総合高校 

顧問：県議・豊肥振興局・農業大学校長他 合計 30名 

・給食調理場の調理可能食数は？ 

 三重調理場 2,200 食 西部調理場 1,400 食 

 ＊現在 小学校・中学校・幼稚園へ約 2600 食提供 

 

 

 

・土木コースについて状況は？ 

令和 3年度から生物環境科に設置 
 

2年次に所属の科に関わらず選択 

できる。令和 3年度 25名、令和 4年

度に 18 名が選択した。  
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テーマ 2. ふるさとの宝である伝統芸能や文化の継承について 
俚楽の郷伝承館で展示されてきた「絹さん人形」の文化的価値の考 

え方と、今後の修復及び保管、展示について伺う。 

答弁要約：絹さんが幼少期を過ごした大正期から戦後までの農家の暮らしを見

事に造形化した極めて貴重な資料である。 

令和 3 年 6 月から 10 月まで人形の状態調査をした。今年度内に修復作業の完

了を目指している。展示については、歴史民俗資料館の古民家前の学習スペー

スを活用しながら、体系的に展示するよう努める。 
 

質問の主旨：絹さん人形の質問前に、コロナ禍で伝統芸能の存 

続が厳しい状況であるが、現存している豊後大野市の郷土芸 

能について是非映像で残すこと。また、松尾子ども神楽所属 

の中学生の弁論大会の原稿を紹介し、歴史ある郷土芸能も教 

育現場で積極的に紹介することや以前していた子ども神楽大 

会の復活も要望。絹さん人形については、貴重な作品である 

ことから、今後の保管や展示について質問した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ 3. 人生 100 年時代を見据えた健康寿命の延伸対策について 
将来に向けて「健康づくり」は、市の財政にも大きく影響がある中、今年度の新規事業である

「高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施事業」について伺う。 

①この事業の課題について 

②フレイルや低栄養についての現状と取組について 

答弁要約  
①後期高齢者（75 歳以上）になるときに、これまでの保健事業（健康診断や疾患罹患状況）の情報が

途切れてしまい介護予防事業にうまくつなげられていないことから国が一体的事業を創設して

いる。この事業により本市は、糖尿病性腎症の有病率が高く、糖尿病による人工透析の増加率が

高いという健康課題が見えてきた。 

②フレイル（虚弱）や低栄養が危惧される該当者には、管理栄養士や歯科衛生士による個別健康相

談を実施。サロンやカフェなどの通いの場において、低栄養予防の普及・啓発に取り組んでいる。 

質問の主旨：高齢者のフレイルや低栄養について危惧されるため事業の確認実施。 

再質問：他市で活躍している各自治会「健康推進員」の創設は検討できないか。 

 答弁→ フレイルハイリスク地域（31地区）での説明会に取り組み啓発していく。 
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昨年度はコロナ禍でありませんでしたが、今年度

は実施されました。私が所続している 2 つの委

員会の視察について報告します。それぞれの地域

で頑張っている皆様にお会いすることが出来ま

した。参考になることは今後に活かしたいです。 

厚生文教常任委員会 

・10 月 3 日 愛知県大府市  

 ウェルネスバレー構想の取組について 

健康・長寿に関する研究機関や施設を集積。 

誰もが心身ともに健康で幸せに社会と関わ

りを持ちながら生きていける社会の実現。 

・10 月 4 日 長野県飯田市  

 環境モデル都市の取組について 

  多様な主体の協働により、持続可能な地域づ

くりを目指す「環境文化都市宣言」の市。 

広報編集特別委員会 

・10 月 25 日 茨木県大洗町

・10 月 26 日 栃木県那須町  

  町村議会広報全国コンクールで受賞した町 

＊尚、市議会広報紙のコンクールはない。 

 

男女共同参画の仕事で市独自の各種啓発講座に取り組みました。その中でも思い出深い

講座の一つが 2008 年に実施した「女性の在宅就業支援パソコン講座」です。子育て中で

も在宅でパソコンの仕事が出来ればと思い、当時、三重中学のパソコン教室をお借りして、

託児は、三重児童館で子育てボランティアにお願いし、三重公民館でパソコン教室をしてい

る川野共子先生に指導をお願いし数回のパソコン教室を実施しました。たくさんの方々の

協力でこの講座は開催でき、ママたちの就業につながりました。 

また、2009 年に国から雇用促進のための補助金事業のすすめがあり、以前から女性の

審議会委員の増を目的に「女性人材リスト」を作成できたらと思ってい 

たので、子どもも一緒に過ごせる職場環境をつくるため 7 人のママの雇 

用と、3 人の保育支援の女性計 10 人の雇用を委託事業で実施。7 人の 

ママは各町担当を決めてたくさんの人材を取材してくれました。今も 

「人材リスト」は継続していて、年に 1 回の交流会も実施されています。 

シリーズ 

 

「ホームビジター 

  （訪問ボランティア）」 
豊後大野市では、家庭訪問型の子育て支援（ホ

ームスタート）を委託事業で実施し、毎年、ボ

ランティア養成講座をしています。子育てにつ

いての複数の講座を受講して、傾聴や協働で支

援を必要とされる保護者に寄り添います。 

今年度も、下記日程で養成講座が開催されま

す。一緒に活動しませんか？ 

場所：市役所 2 階 第 1 会議室 

月日 時間 内容 

1/20（金） 9：30～15：30 ホームスタートの意義 

1/24（火） 9：30～15：30 家庭とは、親とは何か 

1/27（金） 10：00～16：00 傾聴の意義と方法 

2/ 2（木） 9：30～16：00 ホームビジターの実務 

2/ 7（火） 9：30～15：30 問題や悩みのある家庭へ

の理解 

2/ 9（木） 10：00～16：00 傾聴と協働の実際 

2/14（火） 10：00～15：30 自閉症・発達障がい支援 

2/16（木） 9：30～15：30 終了テスト・交流会 

申し込み先：すがおこども園（0974-22-3003） 
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1 期議員自主研修で別府市議会一般質問の

傍聴をしました。質問席がなく、自席からの

質問でテーマが変わっても議長の発言もあり

ません。対応する職員は順次後ろで交代して

いくスタイルです。2023 年も、出来るこ

とから一歩ずつ前向きに頑張りたいと思いま

す。3 月議会は 2 月 20 日開会予定、一般

質問締め切りは、2 月 16 日予定です。 

みなさまの声をお待ちしています。 

・第 82号議案が否決されました。 
大野町にあるサイクリングハブ施設の指定管

理についてです。これまでと同じ指定管理先

にする提案でしたが、活動が出来ていないの

で私も反対しました。せっかくの施設ですの

でもっと施設を活かせる積極的な方に運営し

ていただきたいです。（賛成 5：反対 12） 

・市のホームページで議会録画の 

見たいところをいつでも見れます。  
（議員名・用語等で抽出可） 

あんなこと 
こんなこと 

 

補正予算の一部を紹介。＊それぞれの事業は、今後、市から発信していくと思います。 

・商工業推進事業・・プレミアム商品券 1万円で 13,000円の商品券   5万セット 

                         5千円で 7,000円の飲食専用券 1万セット 

・結婚新生活支援事業補助金・・１，８００千円増額補正、 ・出産・子育て応援交付金事業・・16,750千円  

・多機能型武道場整備事業・・・土地購入費等 ＊大原のコンビニと陸上競技場の間にある土地 

☆市からの報告事項  

①新環境センター整備事業について… 用地取得議案を令和 5年第 1回大分市議会に提出する計 

                 画で、6市（大分市・臼杵市・竹田市・由布市・津久見市・豊後大野市）にて 3月頃協定書を締結予定。 

                 上尾トンネルを出て信号右方面（約 25.6ha）新環境センターは、 R9.10月から供用開始予定。 

                  ＊供用開始後も持ち込みゴミは現在の清掃センターの予定（今までと同じです） 
 

                 ②おおいた消防指令センターについて…大分市役所裏に新築される複合 

ビルの 4階に配置され、令和 6年 4月からスタートします。 

2 月 17 日（金）10：00～13：00 

市役所 2 階 中央公民館調理室 参加料 200 円 

転入者の皆さんと応援したい方で 

調理しながら交流。郷土料理も紹介します。 

定員：10 人 ＊エプロン・バンダナ持参 
＊主催：食生活推進協議会三重支部  

参加希望の方は、高野までご連絡ください。 

携帯：090-7299-2868 

第 1回 ぶんごおおの福祉とアートの日 

3 月 12 日（日）①11 時 ②15 時 

千歳公民館大ホール 大人 2,000 円 小中障 半額 

 作・演出：田崎尚登さん（千歳出身） 

 出演：森裕生さん脳性マヒのマジシャンタレント 

  三重総合高校演劇部・NPO 法人福和会の皆さん 

主催：りんりんプロジェクト豊後大野市実行委員会 

海月（くらげ）の骨カンパニー 

 上尾トンネル 
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